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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管路内に挿入される挿入部を具備する内視鏡であって、
 前記挿入部の挿入方向の先端側に位置する第１の管部と、
 前記挿入部において前記第１の管部の前記挿入方向の後方に位置する前記第１の管部よ
りも小径の第２の管部と、
 前記挿入部において、前記第２の管部の前記挿入方向の後方に位置する前記第２の管部
よりも大径の第３の管部と、
 前記第２の管部に対し、該第２の管部が前記第１の管部及び前記第３の管部より小径な
ことにより形成された周状の凹部と、
　前記第１の管部に設けられた、前記管路内を観察する観察窓と、
　前記第３の管部に対し前記挿入部の径方向に放射状に広がるよう設けられた、前記管路
内における内壁に接触して、該内壁に前記挿入部を固定する固定部材と、
　前記挿入部において、前記観察窓よりも前記挿入方向の基端側であって前記固定部材よ
りも前記挿入方向先端側に位置する前記第２の管部の前記凹部の底部に設けられた、前記
固定部材の接触により前記内壁から除去され前記凹部に嵌入された汚れを吸引する吸引部
と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　管路内に挿入される挿入部を具備する内視鏡であって、
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前記挿入部の挿入方向の先端側に位置する第１の管部と、
 前記挿入部において前記第１の管部の前記挿入方向の後方に位置する前記第１の管部よ
りも小径の第２の管部と、
 前記挿入部において、前記第２の管部の前記挿入方向の後方に位置する前記第２の管部
よりも大径の第３の管部と、
 前記第２の管部に対し、該第２の管部が前記第１の管部及び前記第３の管部より小径な
ことにより形成された周状の凹部と、
　前記第１の管部に設けられた、前記管路内を照射する照明光出射窓と、
　前記第３の管部に対し前記挿入部の径方向に放射状に広がるよう設けられた、前記管路
内における内壁に接触して、該内壁に前記挿入部を固定する固定部材と、
　前記挿入部において、前記照明光出射窓よりも前記挿入方向の基端側であって前記固定
部材よりも前記挿入方向先端側に位置する前記第２の管部の前記凹部の底部に設けられた
、前記固定部材の接触により前記内壁から除去され前記凹部に嵌入された汚れを吸引する
吸引部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項３】
　前記吸引部は、前記固定部材の近傍位置に設けられていることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記固定部材は、流体の供給及び流体の排出に伴い前記径方向に膨張収縮自在なバルー
ンであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記挿入部の前記挿入方向先端に設けられた先端硬質部は、前記第１の管部、前記第２
の管部及び前記第３の管部を具備していることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項
に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記挿入方向に沿った前記第１の管部と前記第２の管部との間に、前記第１の管部を複
数方向に指向させる湾曲自在な湾曲部が設けられていることを特徴とする請求項１～４の
いずれか１項の記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記吸引部は、前記挿入部に挿通されるとともに吸引装置に接続された吸引管路に連通
して設けられていることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記吸引部は、前記凹部の前記底部に開口された吸引孔であり、
　前記吸引孔は、前記底部において前記第２の管部の周方向に沿って複数設けられている
ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　少なくとも２つ以上の前記吸引孔は、前記第２の管部内に設けられた環状の空間に連通
しており、
　前記吸引管路は、前記環状の空間を介して少なくとも２つ以上の前記吸引孔と連通して
いることを特徴とする請求項８に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記凹部に、前記吸引部に対し液体を供給する液体供給部が、前記吸引部に向かって開
口されて設けられていることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記第１の管部の前記挿入方向先端の先端面に、前記管路内の液体を吸引する前記吸引
部とは異なる第２の吸引部が設けられているとともに、前記挿入部内に、前記吸引管路と
は異なる前記第２の吸引部に連通する第２の吸引管路が設けられていることを特徴とする
請求項７～１０のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項１２】
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　前記第３の管部は、前記第１の管部及び前記第２の管部よりも大径であることを特徴と
する請求項１または２に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、管路内に挿入される挿入部を具備するとともに、挿入部の挿入方向の先端に
管路内を観察する観察窓が設けられた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。内視鏡は、細
長い挿入部を管路内に挿入することによって、管路内を観察することができる。また、例
えば医療分野において用いられる内視鏡は、必要に応じて内視鏡が具備するチャンネル内
に挿入した処置具を用いて体腔内の被検部位に対して各種処置を行うことができる。
【０００３】
　また、内視鏡の挿入部の先端側に設けられた硬質な先端部の先端面に、管路内を観察す
る用に用いられる観察窓や、管路内に対して照明光を照射する照明窓が設けられているの
が一般的である。よって、管路内に挿入部を挿入して内視鏡観察を行う際は、照明窓によ
り照明光が照射された管路内が観察窓から観察できるようになっている。
【０００４】
　ここで、観察窓を用いて管路内における被検部位の観察を行う際、または管路内の被検
部位に対して各種処置を行う際は、先端部の観察窓が被検部位に対向する位置まで、挿入
部を管路内に挿入させて行うが、被検部位まで挿入した後、先端部が動いてしまうと被検
部位の観察及び各種処置が行い難いといった問題があった。
【０００５】
　このような問題に鑑み、先端部の外周に、流体の送気、排気に伴い膨張収縮自在な固定
部材であるバルーンを設け、観察の際に、バルーンを膨張させて、バルーンを管路の内壁
に圧を以て接触させることにより、先端部を、バルーンを介して管路の内壁に固定して、
安定して被検部位の観察や各種処置を行うことができる構成が周知である。
【０００６】
　また、挿入部を、柔軟性を有する管路内において進行させていく際、特に、挿入部を体
腔内、例えば大腸内において進行させていく際、先端部が大腸の湾曲した部位等の腸壁に
よって潰されてしまうと、挿入がし難くなるばかりか、先端部がどの方向に進行している
のかを、術者が把握することが難しくなるが、この際も、上述したバルーンを膨張させた
状態において挿入部を進行させることにより、先端部の外周が腸壁と非接触となり、腸壁
による先端部の潰れを防止することができる。尚、以上のことは、挿入部の挿入を術者が
行う場合であっても、自動挿入装置を用いて行う場合であっても同様である。
【０００７】
　ところで、バルーンを膨張させながら挿入部を進行させると、バルーンは、管路内の内
壁に接触することから、該接触により、管路内の内壁に付着していた汚れは、バルーンに
より挿入方向先端側に落下してしまい、その結果、先端部の先端面側に汚れが堆積し、観
察窓及び照明窓に汚れが付着して、管路内の観察及び照明が行い難くなるといった問題が
あった。
【０００８】
　このような問題に鑑み、特許文献１及び特許文献２においては、バルーンを先端部の外
周において、挿入方向最も先端側に設けることにより、先端部の先端面に開口する挿入部
に挿通された吸引管路の開口の近傍にバルーンが位置する構成が開示されている。尚、吸
引管路の開口は、例えば医療用の内視鏡であれば、被検部位周辺の体液を吸引したり、切
除した被検部位の組織を吸引したりする目的から、先端面に開口されているのが一般的で
ある。
【０００９】
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　このような構成を利用すれば、バルーンと管路の内壁との接触により落下した汚れは、
吸引管路の開口から吸引することができることから、観察窓及び照明窓に汚れが付着して
しまうことを防止することができる。
【特許文献１】特開平１－２４９０４１号公報
【特許文献２】特開２００５－２７０２１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上述した特許文献１及び特許文献２に開示された構成は、バルーンと管
路の内壁との接触により落下した汚れを、先端部の先端面に開口する吸引管路から吸引で
きる構成であるが、落下した汚れは、全て吸引管路の開口から吸引することができないた
め、吸引管路の開口と同じく先端面に設けられた観察窓及び照明窓に対し、落下した汚れ
が付着してしまうことを完全に防ぐことは難しいといった問題があった。尚、以上の問題
は、先端部の側面に観察窓が設けられた側視型の内視鏡であっても同様である。
【００１１】
　よって、バルーンを膨張させた状態において、管路内に対し挿入部を進行させても、管
路内の内壁からバルーンの接触により落下した汚れが、観察窓及び照明窓に付着してしま
うことを確実に防止できる構成が望まれていた。
【００１２】
　本発明の目的は、上記事情に鑑みてなされたものであり、固定部材を管路内の内壁に接
触させた状態で管路内に対し挿入部を進行させた場合であっても、固定部材の接触に起因
して管路内の内壁から落下した汚れが観察窓及び照明窓に付着してしまうことを確実に防
止できる構成を具備する内視鏡を提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため本発明の一態様による内視鏡は、管路内に挿入される挿入部を
具備する内視鏡であって、前記挿入部の挿入方向の先端側に位置する第１の管部と、前記
挿入部において前記第１の管部の前記挿入方向の後方に位置する前記第１の管部よりも小
径の第２の管部と、前記挿入部において、前記第２の管部の前記挿入方向の後方に位置す
る前記第２の管部よりも大径の第３の管部と、前記第２の管部に対し、該第２の管部が前
記第１の管部及び前記第３の管部より小径なことにより形成された周状の凹部と、前記第
１の管部に設けられた、前記管路内を観察する観察窓と、前記第３の管部に対し前記挿入
部の径方向に放射状に広がるよう設けられた、前記管路内における内壁に接触して、該内
壁に前記挿入部を固定する固定部材と、前記挿入部において、前記観察窓よりも前記挿入
方向の基端側であって前記固定部材よりも前記挿入方向先端側に位置する前記第２の管部
の前記凹部の底部に設けられた、前記固定部材の接触により前記内壁から除去され前記凹
部に嵌入された汚れを吸引する吸引部と、を具備する。
【００１４】
　また、本発明の他態様による内視鏡は、管路内に挿入される挿入部を具備する内視鏡で
あって、前記挿入部の挿入方向の先端側に位置する第１の管部と、前記挿入部において前
記第１の管部の前記挿入方向の後方に位置する前記第１の管部よりも小径の第２の管部と
、前記挿入部において、前記第２の管部の前記挿入方向の後方に位置する前記第２の管部
よりも大径の第３の管部と、前記第２の管部に対し、該第２の管部が前記第１の管部及び
前記第３の管部より小径なことにより形成された周状の凹部と、前記第１の管部に設けら
れた、前記管路内を照射する照明光出射窓と、前記第３の管部に対し前記挿入部の径方向
に放射状に広がるよう設けられた、前記管路内における内壁に接触して、該内壁に前記挿
入部を固定する固定部材と、前記挿入部において、前記照明光出射窓よりも前記挿入方向
の基端側であって前記固定部材よりも前記挿入方向先端側に位置する前記第２の管部の前
記凹部の底部に設けられた、前記固定部材の接触により前記内壁から除去され前記凹部に
嵌入された汚れを吸引する吸引部と、を具備する。
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【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、固定部材を管路内の内壁に接触させた状態で管路内に対し挿入部を進
行させた場合であっても、固定部材の接触に起因して管路内の内壁から落下した汚れが観
察窓及び照明窓に付着してしまうことを確実に防止できる構成を具備する内視鏡を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、本実施の形態においては、
内視鏡は、医療用の内視鏡を例に挙げて説明する。よって、内視鏡が挿入される管路内は
、体腔内を例に挙げて説明する。
【００１７】
　図１は、本実施の形態の内視鏡を具備する内視鏡装置を示す図である。  
　図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２と周辺装置１００とにより構成されてい
る。内視鏡２は、操作部３と、挿入部４と、ユニバーサルコード５と、内視鏡コネクタ１
９とから主要部が構成されている。
【００１８】
　周辺装置１００は、電光源２１と、ビデオプロセッサ２２と、吸引装置である吸引ポン
プユニット３０と、送水ポンプユニット４０と、バルーンコントローラ６０とにより主要
部が構成されている。また、周辺装置１００と内視鏡２とは、内視鏡コネクタ１９におい
て、後述する各種チューブ等により互いに接続されている。
【００１９】
　内視鏡２の操作部３に、湾曲操作ノブ９と、送気送水操作釦１６と、吸引操作釦１７と
、処置具挿入口１８とが配設されている。
【００２０】
　内視鏡２の挿入部４は、挿入方向Ｓの先端側から順に、先端硬質部である先端部６と、
湾曲部７と、可撓管部８とにより構成されている。湾曲部７は、操作部３に設けられた湾
曲操作ノブ９により湾曲操作されることにより、先端部６を複数方向、例えば上下左右方
向に指向させるものである。
【００２１】
　先端部６の挿入方向Ｓの先端側の先端面６ｓに、先端部６内に設けられる撮像ユニット
を構成する対物レンズ群（いずれも図示されず）における挿入方向Ｓの最も先端側に位置
する対物レンズである観察窓１１が配設されている。
【００２２】
　また、先端部６の先端面６ｓに、該先端面６ｓに配設された観察窓１１の表面に水や空
気等の流体を噴きつけて観察窓１１の表面を洗浄するノズル１２と、体腔内に対し照明光
を照射する照明光出射窓（以下、単に照明窓と称す）１３と、処置具挿入口１８と連通す
る処置具挿通路（図示されず）を兼ねた後述する第２の吸引管路８３（図３参照）におけ
る挿入方向Ｓの先端側の開口となる第２の吸引部（図示されず）とが配設されている。
【００２３】
　ノズル１２からは、操作部３の送気送水操作釦１６の釦操作により、気体と液体が選択
的に噴出される。第２の吸引部からは、操作部３の吸引操作釦１７の釦操作により、体腔
内の粘液やノズル１２から吐出された液体等が選択的に回収される。
【００２４】
　内視鏡２のユニバーサルコード５の先端に設けられた内視鏡コネクタ１９に、複数の口
金１９ａ～１９ｇや、後述するライトガイド８１（図３参照）の端部を構成する図示しな
いライトガイド用口金や後述する撮像ケーブル８０（図３参照）の端部が接続された電気
接点部等が配設されている。
【００２５】
　口金１９ａは、後述する吸引管路１５ａ（図２参照）の内視鏡コネクタ１９側の端部に
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接続されているとともに、吸引チューブ７１を介して、吸引ビン７０に接続されている。
また、吸引ビン７０は、チューブ７７を介して、吸引ポンプユニット３０の吸引圧変化手
段である吸引ポンプ（Ｐ１）３４に接続されている。尚、チューブ７７の吸引ポンプユニ
ット３０内における中途位置には、吸引量検出手段及び検知手段である圧力センサ３６が
介装されている。
【００２６】
　口金１９ｂは、後述する送気管路１４ａ（図２参照）の内視鏡コネクタ１９側の端部に
接続されているとともに、送気チューブ７２を介して吸引ポンプユニット３０の送気ポン
プ（Ｐ２）３５に接続されている。尚、吸引ポンプユニット３０内における送気チューブ
７２と送気ポンプ３５との中途位置には、送気量検出手段である圧力センサ３７が介装さ
れている。
【００２７】
　吸引ポンプユニット３０内において、吸引ポンプ３４、送気ポンプ３５、圧力センサ３
６、圧力センサ３７は、送気量制御手段及び吸引圧制御回路である制御回路３２に電気的
に接続されている。また、制御回路３２は、電源回路３３に電気的に接続されている。ま
た、吸引ポンプユニット３０に、フットスイッチ３１が電気的に接続されている。
【００２８】
　吸引ポンプユニット３０は、電源回路３３によりオンされ、フットスイッチ３１により
操作信号が入力されると、制御回路３２によって吸引ポンプ３４を駆動制御することによ
り、先端部６に開口された後述する複数の吸引孔１５（図２参照）から、挿入部４、操作
部３、ユニバーサルコード５、内視鏡コネクタ１９内に挿通される吸引管路１５ａ（図２
参照）、口金１９ａ、吸引チューブ７１、チューブ７７を介して、体腔内の内壁の汚物を
吸引する。
【００２９】
　尚、この際、圧力センサ３６が、吸引ポンプ３４による吸引圧を検知することにより、
制御回路３２は、吸引ポンプ３４の吸引圧を制御する。また、制御回路３２は、圧力セン
サ３６によって、吸引圧力が高すぎると検知された場合、吸引ポンプ３４を停止させる制
御を行う。
【００３０】
　さらに、圧力センサ３６が吸引圧の検知を行うことにより、吸引ポンプ３４が、通常よ
りも高い圧力で複数の吸引孔１５から吸引を行ってしまい、複数の吸引孔１５が体腔内の
内壁を吸引してしまうことを防止できる。即ち、適切な圧力にて、吸引ポンプ３４は、吸
引を行うことができる。
【００３１】
　また、吸引した汚物は、吸引ビン７０内に貯留される。さらに、吸引ポンプ３４を用い
た吸引は、フットスイッチ３１による操作信号の入力によらず、内視鏡２を体腔内に挿入
している間は、例えば、内視鏡２の先端部６内に設けられた撮像装置が駆動している間は
、自動的に行っても構わない。
【００３２】
　また、吸引ポンプユニット３０は、吸引ポンプ３４による吸引動作が開始されると、制
御回路３２によって送気ポンプ３５が駆動制御されることにより、送気チューブ７２、口
金１９ｂ及び挿入部４、操作部３、ユニバーサルコード５、内視鏡コネクタ１９内に挿通
される送気管路１４ａ（図２参照）を介して、先端部６に開口された後述する送気開口部
１４（図２参照）から、体腔内に気体を自動的に送気する。
【００３３】
　尚、制御回路３２による送気ポンプ３５を用いた気体の送気は、圧力センサ３７が送気
圧を検知することにより、吸引ポンプ３４にて吸引した分だけ自動的に行われるようにな
っている。即ち、吸引ポンプ３４の吸引圧と同じ圧力で、送気ポンプ３５から気体を送気
する。
【００３４】
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　また、送気ポンプ３５による体腔内への気体の送気は、吸引ポンプ３４による体腔内の
汚れの吸引に伴って、体腔内の管腔が縮んでしまうのを防止するために行われる。このこ
とにより、吸引の際、常に最適な管腔の膨らみが確保でき、挿入部４の挿入性が向上する
ばかりか、観察窓１１からの観察視野を確保することができる。また、送気は自動的に行
われるため、汚れの吸引の度に、操作者が送気操作を行う必要がなくなることから、検査
効率が向上する。
【００３５】
　口金１９ｃは、後述する送水管路２５ａ（図２参照）の内視鏡コネクタ１９側の端部に
接続されているとともに、チューブ７３を介して、送水ポンプユニット４０に接続されて
いる。
【００３６】
　また、送水ポンプユニット４０には、フットスイッチ４１が電気的に接続されている。
送水ポンプユニット４０は、フットスイッチ４１からの操作入力により、チューブ７３、
口金１９ｃ、及び挿入部４、操作部３、ユニバーサルコード５、内視鏡コネクタ１９内に
挿通される送水管路２５ａ（図２参照）を介して、先端部６に開口された後述する送水管
路開口部２５から、先端部６の後述する溝部６ｍ（図２参照）に溜まった粘性の高い汚物
に対し液体を供給して、複数の吸引孔１５から吸引し難かった汚物を柔らかくするもので
ある。
【００３７】
　口金１９ｄは、後述するバルーン用管路５０ａ（図４参照）の内視鏡コネクタ１９側の
端部に接続されているとともに、チューブ７４を介して、バルーンコントローラ６０に接
続されている。
【００３８】
　また、バルーンコントローラ６０には、フットスイッチ６１が電気的に接続されている
。バルーンコントローラ６０は、フットスイッチ６１からの操作入力により、チューブ７
４、口金１９ｄ及び挿入部４、操作部３、ユニバーサルコード５、内視鏡コネクタ１９内
に挿通されるバルーン用管路５０ａ（図４参照）を介して、先端部６に設けられた後述す
るバルーン５０に対し気体を供給する、またはバルーン５０から排気弁を用いて気体を排
気することにより、バルーン５０を膨張収縮させるものである。
【００３９】
　口金１９ｅ及び口金１９ｆは、後述する送気送水管路８２（図３参照）の内視鏡コネク
タ１９側の端部に接続されているとともに、液体送液用のチューブ７５、気体送気用のチ
ューブ７６を介して電光源２１内に設けられた送気送水ポンプ２３にそれぞれ接続されて
いる。
【００４０】
　送気送水ポンプ２３は、操作部３の送気送水操作釦１６からの操作入力により、チュー
ブ７５またはチューブ７６、口金１９ｅまたは口金１９ｆ及び挿入部４、操作部３、ユニ
バーサルコード５、内視鏡コネクタ１９内に挿通される送気送水管路８２を介して、ノズ
ル１２から観察窓１１に気体または液体を選択的に送気または送液する。
【００４１】
　口金１９ｇは、第２の吸引管路８３の内視鏡コネクタ１９側の端部に接続されていると
ともに、チューブ７８を介して電光源２１内に設けられた吸引ポンプ２４に接続されてい
る。吸引ポンプ２４は、操作部３の吸引操作釦１７からの操作入力により、チューブ７８
、口金１９ｇ及び挿入部４、操作部３、ユニバーサルコード５、内視鏡コネクタ１９内に
挿通される第２の吸引管路８３を介して、先端部６の先端面６ｓに開口された第２の吸引
部から、体腔内の粘液等を選択的に回収する。
【００４２】
　また、内視鏡コネクタ１９の上述したライトガイド用口金は、電光源２１に接続されて
いる。ライトガイド用口金から、ユニバーサルコード５内、操作部３内及び挿入部４内を
介して先端部６内の照明窓１３に近接する位置までライトガイド８１（図３参照）が挿通
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されており、ライトガイド８１は、電光源２１からの照明光を照明窓１３に送り、照明光
を、照明窓１３を介して体腔内に拡開照射する。
【００４３】
　また、内視鏡コネクタ１９の上述した電気接点部は、ビデオプロセッサ２２にケーブル
７９によって電気的に接続されており、電気接点部から、ユニバーサルコード５内、操作
部３内及び挿入部４内を介して先端部６内に設けられた図示しない撮像装置まで撮像ケー
ブル８０（図３参照）が挿通されている。撮像ケーブル８０は、撮像装置で観察窓１１を
介して撮像した体腔内の被検部位の像の電気信号を、ビデオプロセッサ２２へと伝達する
とともに、ビデオプロセッサ２２からの指示信号を、撮像装置へと伝達する。
【００４４】
　ビデオプロセッサ２２は、撮像ケーブル８０により伝送された電気信号に対して、所定
の画像処理を行うことにより、体腔内の像を図示しないモニタに表示する他、撮像ケーブ
ル８０を介して、撮像装置に対して各種撮像制御を行う。
【００４５】
　次に、内視鏡２の挿入部４の挿入方向Ｓの先端側の構成を、図２～図４を用いて説明す
る。図２は、図１の内視鏡の挿入部における挿入方向の先端側を拡大して示す図、図３は
、図２中のIII-III線に沿う断面図、図４は、図２中のIV-IV線に沿う断面図である。
【００４６】
　図４に示すように、先端部６は、それぞれ環状であって硬質の第１の管部６ａと、該第
１の管部６ａよりも小径な第２の管部６ｂと、第１の管部６ａ及び第２の管部６ｃよりも
大径な第３の管部６ｃとにより主要部が構成されている。
【００４７】
　第１の管部６ａの挿入方向Ｓの基端側の段付き部６ａｄの外周に、第２の管部６ｂの挿
入方向Ｓの先端が気密に嵌合されており、第１の管部６ａの挿入方向Ｓの基端側の口金６
ａｋの外周に、第３の管部６ｃにおける挿入方向Ｓの先端の内向フランジ形状を有する先
端面６ｃｓが気密に嵌合されている。さらに、先端面６ｃｓに、第２の管部６ｂの挿入方
向Ｓの基端が気密に接続されている。
【００４８】
　第３の管部６ｃの挿入方向Ｓの基端部の口金に、湾曲部７の複数の湾曲駒７ｗの内、挿
入方向Ｓの先端の湾曲駒７ｗが固定されている。また、複数の湾曲駒７ｗの外周は、網管
５４が被覆されている。さらに、第３の管部６ｃの挿入方向Ｓの基端側の外周及び湾曲部
７の網管５４の外周に、湾曲ゴムチューブ５１が被覆されている。
【００４９】
　また、図４に示すように、挿入部４の先端部６における第３の管部６ｃの外周に、挿入
部４の径方向に放射状に広がるように固定部材であるバルーン５０が設けられている。バ
ルーン５０は、湾曲ゴムチューブ５１の挿入方向Ｓの先端側とともに、糸５２による巻回
及び接着剤５３によって、第３の管部６ｃの外周に固定されている。
【００５０】
　バルーン５０は、バルーンコントローラ６０によって、チューブ７４、口金１９ｄ、バ
ルーン用管路５０ａを介して、気体が送気されること、または気体が排気されることによ
り、径方向に膨張収縮自在な部材であり、膨張した際、体腔内における内壁に接触して、
該内壁に挿入部４を固定するとともに、体腔内深部への挿入部４の進行を容易にするもの
である。
【００５１】
　また、バルーン５０は、柔軟な部材によって形成されていることから、膨張した際、体
腔内、例えば腸の変形を小さくすることができ、被検者の苦痛を低減させることができる
。さらに、バルーン５０は、径方向に膨張収縮自在なことから、体腔内、例えば腸内の状
態に応じたバルーン径に調整可能である。尚、第３の管部６ｃのバルーン５０が固定され
た位置には、バルーン５０の内部とバルーン用管路５０ａ内とを連通させる用の連通孔が
径方向に形成されている。
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【００５２】
　また、先端部６の挿入方向Ｓに沿った外周面において、先端面６ｓに設けられた観察窓
１１または照明窓１３よりも挿入方向Ｓの基端側であって、バルーン５０よりも挿入方向
Ｓの先端側の位置に、バルーン５０の接触により体腔内の内壁から除去された汚れを吸引
する吸引部である複数の吸引孔１５が設けられている。
【００５３】
　詳しくは、図２、図４に示すように、先端部６の挿入方向Ｓに沿った外周面におけるバ
ルーン５０よりも挿入方向Ｓの先端側のバルーン５０の近傍位置には、上述した第２の管
部６ｂが第１の管部６ａ及び第３の管部６ｃよりも小径なことに起因して、誘導凹部であ
る周状の溝部６ｍが形成されており、該溝部６ｍに、即ち、第２の管部６ｂに、複数の吸
引孔１５が開口されている。
【００５４】
　尚、溝部６ｍは、バルーン５０が膨張した状態で、挿入部４を進行させた際、バルーン
５０が体腔内の内壁と接触することにより、内壁からバルーン５０よりも挿入方向Ｓの先
端側に落下した汚れが溜まりやすいようになっている。即ち、バルーン５０と内壁との接
触により内壁から落下した汚れは、溝部６ｍに誘導される。
【００５５】
　複数の吸引孔１５は、第２の管部６ｂの外周の全周に亘って、等間隔に形成されている
。詳しくは、図３に示すように、挿入部４の挿入方向Ｓの中心Ｐを直交する２本の線Ｌ１
、Ｌ２によって分割される平面視した状態における４象限Ｑ１～Ｑ４のそれぞれに対し、
吸引孔１５が少なくとも１つは配設されるように、複数の吸引孔１５は、第２の管部６ｂ
に設けられている。
【００５６】
　また、複数の吸引孔１５は、図４に示すように、第１の管部６ａの口金６ａｋの外周と
、第２の管部６ｂの内周と、第３の管部６ｃの先端面６ｃｓとにより覆われた図３に示す
ような環状の空間４５に連通している。
【００５７】
　図３、図４に示すように、第３の管部６ｃの先端面６ｃｓに、吸引管路１５ａの挿入方
向Ｓの先端側の開口１５ｈが、環状の空間４５に臨むように開口されている。このことに
より、環状の空間４５は、吸引管路１５ａに連通している。即ち、複数の吸引孔１５は、
１つの吸引管路１５ａに連通している。
【００５８】
　複数の吸引孔１５は、吸引ポンプ３４が駆動されることにより、連通する環状の空間４
５、吸引管路１５ａ、口金１９ａ、吸引チューブ７１、チューブ７７を介した吸引力によ
り、溝部６ｍに溜まった汚物を吸引するものである。
【００５９】
　尚、複数の吸引孔１５が溝部６ｍに形成されているのは、複数の吸引孔１５が体腔内の
内壁に接触し難くすることにより、吸引に伴い、複数の吸引孔１５が体腔内の内壁と接触
し、内壁を吸引してしまうのを防止するためである。
【００６０】
　また、複数の吸引孔１５が第２の管部６ｂの外周の全周に亘って等間隔に形成されてい
るのは、一時に複数の吸引孔１５の全てが体腔内の内壁や汚物によって塞がれるのを防止
するためである。また、複数の吸引孔１５が、環状の空間４５にて、１つの吸引管路１５
ａに連通しているのは、吸引の際、仮に１つの吸引孔１５が、体腔内の内壁に接触してし
まっても、他の吸引孔からも吸引を続けるため、接触した内壁が吸引孔に吸着して挿入部
４の進退を阻害する等の不具合を防止することができる。
【００６１】
　また、複数の吸引孔１５は、第２の管部６ｂの外周において、少なくとも湾曲部７の湾
曲における既知のダウン方向に形成されている必要がある。これは、湾曲部７の湾曲にお
けるダウン方向は、特に仰臥位の被検体に対して腸内に挿入部４を挿入した際、先端部６
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に働く重力方向と一致する場合が多いため、第２の管部６ｂの外周におけるダウン方向に
吸引孔１５が形成されていると、腸内において、重力方向下側に腸壁から落下した汚れが
吸引しやすくなるためである。
【００６２】
　さらに、湾曲部７の湾曲におけるダウン方向が、先端部６に働く重力方向と一致する場
合が多いことを利用すれば、第２の管部６ｂの外周における湾曲部７の湾曲におけるアッ
プ方向にも吸引孔１５が形成されていると、アップ方向に設けられた吸引孔は、腸壁との
距離が離間しやすいため、ダウン側の吸引孔が腸壁に接するように近付いても腸の内壁を
吸引してしまうことなく、確実に、溝部６ｍに溜まった汚れを吸引することができる効果
もある。
【００６３】
　また、バルーン５０及び複数の吸引孔１５は、硬質の先端部６に設けられていることに
より、湾曲部７の湾曲等によって、バルーン５０と複数の吸引孔１５との位置関係が変化
しないことから、バルーン５０を膨張させていたとしても、複数の吸引孔１５が体腔内の
内壁を吸引してしまうことが防止される。
【００６４】
　また、図３に示すように、第２の管部６ｂの内部には、撮像ケーブル８０、ライトガイ
ド８１、送気送水管路８２、第２の吸引管路８３等が挿通されている。
【００６５】
　さらに、図３、図４に示すように、第３の管部６ｃの先端面６ｃｓに、液体供給部であ
る送水管路２５ａの挿入方向Ｓの先端側の開口（以下、送水管路開口部と称す）２５が、
溝部６ｍ及び複数の吸引孔１５に臨むように開口されている。
【００６６】
　送水管路開口部２５は、送水ポンプユニット４０が駆動され、チューブ７３、口金１９
ｃ、送水管路２５ａを介して供給された液体を、溝部６ｍに溜まった汚れに選択的に供給
することにより、溝部６ｍに溜まった複数の吸引孔１５では吸引困難な粘性の高い汚物を
柔らかくして、複数の吸引孔１５から汚れを吸引しやすくするものである。
【００６７】
　図２～図４に示すように、先端部６における第１の管部６ａの外周面に、送気管路１４
ａに連通された送気開口部１４が形成されている。尚、第１の管部６ａには、送気管路１
４が挿通される径方向に貫通する貫通孔が形成されている。
【００６８】
　送気開口部１４は、吸引ポンプ３４を用いて複数の吸引孔１５から汚れの吸引が開始さ
れた後、自動的に、制御回路３２の駆動制御によって送気ポンプ３５が駆動されることに
より、送気チューブ７２、口金１９ｂ、送気管路１４ａを介して供給された気体を、複数
の吸引孔１５から吸引した分、体腔内に供給する。このことにより、複数の吸引孔１５か
らの吸引に伴って体腔内の管腔が縮んでしまうのが防止される。その結果、複数の吸引孔
１５からの吸引の際、観察窓１１からの観察性が向上されるばかりか、挿入部４の挿入性
が向上される。
【００６９】
　次に、このように構成された本実施の形態の内視鏡の作用について簡単に説明する。  
　先ず、挿入部４を体腔内、例えば大腸に挿入した後、大腸深部への挿入部４の進行を容
易にするため、操作者は、フットスイッチ６１を操作することにより、バルーンコントロ
ーラ６０に操作信号を入力する。その後、バルーンコントローラ６０から、チューブ７４
、口金１９ｄ、バルーン用管路５０ａを介してバルーン５０に気体が送気され、その結果
、バルーン５０が膨張する。尚、バルーン５０の膨張は、バルーン５０が腸壁に接触する
まで行う。
【００７０】
　操作者は、バルーン５０が腸壁に接触した状態で、挿入部４を腸の深部へと進行させる
。尚、この際、挿入部４の進行は、操作者の手技によっても構わないし、自動挿入装置に
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よっても構わない。バルーンを膨らませて挿入を行うことで、腸管をバルーンが常に広げ
ており、管腔の様子を認識しやすい。
【００７１】
　また、バルーン５０が腸壁へ接触することにより、腸壁に付着していた汚れは、バルー
ン５０よりも挿入方向Ｓの先端側に落下しはじめる。その結果、観察窓１１及び照明窓１
３に落下した汚れが付着し、腸内の照明及び観察が行い難くなる。尚、落下した汚れは、
先端部６の溝部６ｍにも溜まり始める。
【００７２】
　次いで、操作者は、操作部３の送気送水操作釦１６を操作して、送気送水ポンプ２３か
ら、チューブ７５またはチューブ７６、口金１９ｅまたは口金１９ｆ及び送気送水管路８
２を介して気体または液体を供給する。供給された気体または液体は、ノズル１２から観
察窓１１に送気または送液される。このことにより、観察窓１１または照明窓１３に付着
した汚れは除去され、視界が確保される。
【００７３】
　次いで、操作者は、操作部３の吸引操作釦１７を操作して吸引ポンプ２４を駆動するこ
とにより、第２の吸引管路８３、口金１９ｇ、チューブ７８を介して、先端面６ｓの第２
の吸引部から、観察窓１１または照明窓１３から除去した汚れを吸引する。
【００７４】
　尚、この状態で使用を続けると、常に、ノズル１２からの送気または送液及び第２の吸
引部からの吸引を行わなくてはならない。また、ノズル１２からの送気または送液によっ
ても、内視鏡２の使用を続けていく内に、先端面６ｓ側に汚れが堆積してしまい、観察窓
１１または照明窓１３の汚れを除去できない場合もある。
【００７５】
　そこで、操作者は、フットスイッチ３１を操作して、吸引ポンプユニット３０に操作信
号を入力する。その後、吸引ポンプ３４を駆動させることにより、チューブ７７、吸引チ
ューブ７１、口金１９ａ、吸引管路１５ａを介して、複数の吸引孔１５から溝部６ｍに溜
まった汚れの吸引を開始する。尚、吸引ポンプ３４による吸引は、フットスイッチ３１か
らの入力に限らず、例えば撮像装置の起動に伴い自動的に行われても構わない。
【００７６】
　尚、吸引された汚れは、吸引管路１５ａ、口金１９ａ、吸引チューブ７１を介して吸引
ビン７０内に貯留される。また、汚れの粘性が高く、吸引孔１５から吸引がし難いときは
、フットスイッチ４１を操作することにより、送水ポンプユニット４０から、チューブ７
３、口金１９ｃ、送水管路２５ａを介して、送水管路開口部２５から、溝部６ｍに溜まっ
た汚れに対し、液体が供給される。その結果、粘性の高い汚物は軟化され、複数の吸引孔
１５からの吸引が可能となる。
【００７７】
　複数の吸引孔１５からの吸引開始後は、腸壁から落下した汚れは複数の吸引孔１５から
随時吸引されるため、内視鏡２のバルーン５０よりも挿入方向Ｓの先端側に堆積し難くな
ることから、観察窓１１や照明窓１３に付着し難くなる。
【００７８】
　尚、複数の吸引孔１５は、第２の管部６ｂの外周に亘って形成されていることから、例
え１つの吸引孔１５が塞がれてしまったとしても、他の吸引孔１５により吸引が可能であ
るため、吸引が行えなくなることがない。また、複数の吸引孔１５は、第２の管部６ｂの
外周、即ち、溝部６ｍに形成されていることから、直接、腸壁には接触し難くなっている
ため、吸引に伴い、腸壁を吸引してしまうことが防止される。
【００７９】
　また、チューブ７７の中途位置に、圧力センサ３６が設けられていることにより、圧力
センサ３６が、吸引圧の変化を検知することで、複数の吸引孔１５からの吸引に異常が発
生したと検知した場合、制御回路３２は、吸引ポンプ３４を停止させることができる。即
ち、圧力センサ３６を用いることにより、吸引ポンプ３４は、常に安定した吸引圧で吸引
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を行うことができる。
【００８０】
　さらに、吸引ポンプ３４を用いた吸引が行われると、制御回路３２の駆動制御により、
自動的に、送気ポンプ３５から、送気チューブ７２、口金１９ｂ、送気管路１４ａを介し
た送気開口部１４からの腸内への送気が開始される。尚、この際、圧力センサ３７の圧力
検知により、送気ポンプ３５からは、吸引ポンプ３４で吸引する圧力で送気が行われる。
即ち、吸引ポンプ３４で吸引した分、気体が送気ポンプ３５から腸内へ送気される。その
結果、複数の吸引孔１５を介して吸引ポンプ３４で吸引を行ったとしても、腸内が潰れて
しまうことないため、観察や挿入部４の進行に最適な腸内の径が確保される。
【００８１】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡２の挿入部４の先端部６において、観察
窓１１または照明窓１３よりも挿入方向Ｓの基端側であって、バルーン５０よりも挿入方
向Ｓの先端側のバルーン５０の近傍の位置に、膨張したバルーン５０と体腔内の内壁との
接触により、内壁から落下した汚れを吸引する複数の吸引孔１５が設けられていると示し
た。
【００８２】
　このことによれば、先端部６の先端面６ｓに開口された第２の吸引管路８３の第２の吸
引部では吸引し難く、観察窓１１や照明窓１３の表面に付着して、観察や照射を妨げてい
た体腔内の内壁から落下し汚れを、確実に複数の吸引孔１５から随時吸引することができ
ることから、バルーン５０を膨張させて内壁に接触させながら挿入部４を進行させたとし
ても、観察窓１１や照明窓１３の表面に汚れが付着して観察性が低下してしまうことを確
実に防止することができる。
【００８３】
　以上から、バルーン５０を体腔内の内壁に接触させた状態で体腔内に対し挿入部を進行
させた場合であっても、バルーン５０の接触に起因して体腔内の内壁から落下した汚れが
観察窓１１及び照明窓１３に付着してしまうことを確実に防止できる構成を具備する内視
鏡２を提供することができる。
【００８４】
　尚、以下変形例を示す。  
　本実施の形態においては、バルーン５０と内壁との接触により、内壁から落下した汚れ
を吸引する吸引部としては、複数の吸引孔１５を例に挙げて示したが、吸引部は、吸引孔
に限定されないということは云うまでもない。即ち、吸引部は、例えば第２の管部６ｂの
外周において、周状に環状の空間４５に貫通する吸引溝であっても構わない。
【００８５】
　また、本実施の形態においては、複数の吸引孔１５から吸引する用の吸引ポンプ３４と
、先端部６の先端面６ｓの第２の吸引部から吸引する用の吸引ポンプ２４とは別途に設け
たが、これに限らず、同じポンプにより弁等を用いることにより、複数の吸引孔１５及び
第２の吸引部から選択的に、または同時に吸引を行っても構わない。
【００８６】
　さらに、送水ポンプユニット４０により、送水管路開口部２５から、送水を行うと示し
たが、これに限らず、送気送水ポンプ２３を用いて、送水管路開口部２５から送水を行う
構成であっても構わない。
【００８７】
　また、以下、図５を用いて、別の変形例を示す。図５は、内視鏡の挿入部の湾曲部基端
側に、バルーン及び複数の吸引孔を設けた変形例を、挿入部における挿入方向の先端側と
ともに示す図である。
【００８８】
　本実施の形態においては、複数の吸引孔１５は、先端部６の第２の管部６ｂの外周の全
周に亘って設けられていると示した。これに限らず、観察窓１１または照明窓１３よりも
挿入方向Ｓの基端側であって、バルーン５０よりも挿入方向Ｓよりも挿入方向Ｓの先端側
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のバルーン５０の近傍位置であれば、図５に示すように、バルーン５０が湾曲部７の基端
に設けられている場合は、複数の吸引孔１５も湾曲部７の基端に設けられていても構わな
い。
【００８９】
　この場合、バルーン５０及び複数の吸引孔１５は、湾曲部７の挿入方向Ｓの基端側にお
ける可撓管部８の先端側が接続される既知の口金の外周位置に形成されていればよい。
【００９０】
　また、湾曲部７に限らず、湾曲部７よりも挿入方向Ｓの基端側であって、可撓管部８に
、バルーン５０及び複数の吸引孔１５が設けられていても構わない。
【００９１】
　このように、湾曲部７の基端側または湾曲部７と可撓管部８との間にバルーン５０及び
複数の吸引孔１５が設けられておれば、膨張したバルーン５０の体腔内の内壁との接触に
より湾曲部７の基端側が内壁に固定されることから、湾曲部７の湾曲操作によって先端部
６を所望の方向に指向させやすくなるため、挿入部４の挿入性が向上する。また、バルー
ン５０を膨張させた状態で挿入部４を進行させたとしても、バルーン５０の接触に伴う内
壁からバルーン５０よりも挿入方向Ｓの先端側に落下した汚れを、複数の吸引孔１５によ
り、確実に吸引することができる。尚、その他の効果は、上述した実施の形態と同様であ
る。
【００９２】
　また、以下、図６を用いて別の変形例を示す。図６は、図２の複数の吸引孔が、先端部
の外周方向に長い楕円形の孔に形成された変形例を示す図である。
【００９３】
　図６に示すように、複数の吸引孔１５は、図２に示すような円形に限らず、先端部６の
第２の管部６ｂの外周方向に長い楕円形にそれぞれ形成されていても構わない。このよう
に、複数の吸引孔１５がそれぞれ楕円形に形成されておれば、各吸引孔の開口面積が円形
よりも大きくなるため、本実施の形態よりも、吸引の際、複数の吸引孔１５が管路内の内
壁を吸引してしまうことをより確実に防止することができる。尚、開口面積が円形よりも
大きくなるのであれば、複数の吸引孔１５の形状は、楕円形の限定されないことは云うま
でもない。その他の効果は、上述した実施の形態と同様である。
【００９４】
　さらに、以下、図７を用いて別の変形例を示す。図７は、本実施の形態の内視鏡をダブ
ルバルーン内視鏡に適用した変形例を示す図である。
【００９５】
　本実施の形態の内視鏡２の構成を、既知のダブルバルーン内視鏡１０２に適用しても構
わない。詳しくは、図７に示すように、挿入部４の外周には、挿入部４が挿入方向Ｓに対
して進退自在となるよう、オーバーシース１４０が摺動可能に被覆されており、オーバー
シース１４０の挿入方向Ｓの先端側の外周に、バルーン１５０が設けられている。
【００９６】
　尚、ダブルバルーン内視鏡１０２の構成は、挿入部４の外周にオーバーシース１４０が
被覆されている点と、オーバーシース１４０の操作部１０３に、バルーン１５０を膨らま
せる用の口金１９０ｃが設けられている点と、オーバーシース１４０内に、バルーン１５
０と口金１９０ｃとを連通させるバルーン用管路１５０ａが設けられている点以外は、内
視鏡２と同様である。
【００９７】
　即ち、ダブルバルーン内視鏡１０２であっても、図７に示すように、本実施の形態同様
、挿入部４において、観察窓１１または照明窓１３よりも挿入方向Ｓの基端側であって、
バルーン５０よりも挿入方向Ｓの先端側に、複数の吸引孔１５が設けられている。また、
口金１９０ｃは、チューブ１７４を介して、バルーンコントローラ６０に接続されている
。
【００９８】
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　ダブルバルーン内視鏡１０２においては、挿入部４を体腔内、例えば腸内に挿入して進
行させる際、先ず、挿入部４とともに、オーバーシース１４０を腸内に挿入するとともに
、オーバーシース１４０のバルーン１５０を、バルーンコントローラ６０から、チューブ
１７４、口金１９０ｃ、バルーン用管路１５０ａを介した送気により膨張させ、腸壁と接
触させる。同時に、バルーン５０をバルーンコントローラ６０からの送気により膨張させ
る。
【００９９】
　この状態で、オーバーシース１４０を挿入方向Ｓの基端側に引っ張ると、屈曲部を有す
る腸は、直線状に変形する。その結果、直線上に変形した腸内に対し、挿入部４を進行さ
せやすくなる。また、挿入部４を進行させる際、バルーン５０の膨張を少し緩めてバルー
ン５０の腸壁に対する回定力が減じた状態で挿入を行えば、管腔が広げられた状態となり
、視野を良好にした状態での挿入が可能となる。この場合であっても、複数の吸引孔１５
から吸引を行うことにより、バルーン５０と腸壁との接触により、腸壁から汚れが落下し
、観察窓１１または照明窓１３に汚れが付着してしまうことを、本実施の形態同様、防止
することができる。尚、その他の効果は、上述した実施の形態と同様である。
【０１００】
　さらに、以下、図８、図９を用いて別の変形例を示す。図８は、本実施の形態の内視鏡
を自走式のダブルバルーン内視鏡に適用した変形例を示す図、図９は、図８のオーバーシ
ースの先端面に形成された送気管路開口部を示す斜視図である。
【０１０１】
　本実施の形態の内視鏡２の構成を、既知の自走式のダブルバルーン内視鏡２０２に適用
しても構わない。詳しくは、図８に示すように、挿入部４の外周には、挿入部４が挿入方
向Ｓに対して進退自在となるよう、オーバーシース１４０が被覆されており、オーバーシ
ース１４０の挿入方向Ｓの先端側の外周に、バルーン１５０が設けられている。
【０１０２】
　また、図９に示すように、オーバーシース１４０の先端面１４０ｓに、オーバーシース
１４０内に設けられた送気管路１２５ａの流体供給手段である開口１２５が形成されてい
る。送気管路１２５ａは、オーバーシース１４０の操作部１０３に設けられた口金１９０
ｂ及び該口金１９０ｂに接続されたチューブ１７２によって、送気ポンプ３５に接続され
ている。即ち、送気ポンプ３５から送気された気体は、チューブ１７２、口金１９０ｂ、
送気管路１２５ａを介して開口１２５から腸内に送気される。尚、その他の自走式のダブ
ルバルーン内視鏡２０２の構成は、内視鏡２と同様である。
【０１０３】
　自走式のダブルバルーン内視鏡２０２は、図８に示すように、挿入部４及びオーバーシ
ース１４０を、体腔内に挿入した後、バルーン５０及びバルーン１５０を膨張させて、腸
壁１７０に接触させる。この状態において、腸内におけるバルーン５０とバルーン１５０
との間は気密状態となる。
【０１０４】
　次いで、送気ポンプ３５を駆動すると、該送気ポンプ３５から送気された気体は、チュ
ーブ１７２、口金１９０ｂ、送気管路１２５ａを介して開口１２５からバルーン５０とバ
ルーン１５０とにより密閉されている腸内の空間に送気される。
【０１０５】
　その後、オーバーシース１４０の挿入方向Ｓの基端側を固定すると、挿入部４は、開口
１２５から送気された気体の圧力により、挿入方向Ｓに進行し始める。その結果、挿入部
４の挿入性が向上される。
【０１０６】
　この場合であっても、複数の吸引孔１５から吸引を行うことにより、バルーン５０と腸
壁１７０との接触により、腸壁１７０から汚れが落下し、観察窓１１または照明窓１３に
汚れが付着してしまうことを、本実施の形態同様、防止することができる。
【０１０７】
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　尚、開口１２５からは、気体に限らず、液体を供給しても構わない。また、その他の効
果は、上述した実施の形態と同様である。
【０１０８】
　さらに、以下、図１０を用いて別の変形例を示す。図１０は、本実施の形態の内視鏡を
自走式の内視鏡に適用した変形例を示す図である。
【０１０９】
　本実施の形態の内視鏡２の構成を、既知の自走式の内視鏡３０２に適用しても構わない
。詳しくは、図１０に示すように、挿入部４における観察窓１１または照明窓１３よりも
挿入方向Ｓの基端側であって、複数の吸引孔１５よりも挿入方向Ｓの先端側の位置に、回
動自在な推進力発生手段である螺旋形状部２００が設けられている。
【０１１０】
　螺旋形状部２００は、回動を伴って腸壁に接触することにより、既知のネジ作用により
、挿入部４を腸内において進退させるものである。
【０１１１】
　このように、螺旋形状部２００の回動に伴って、挿入部を進行させていく自走式の内視
鏡３０２であっても、複数の吸引孔１５から吸引を行うことにより、バルーン５０と腸壁
との接触により、腸壁から汚れが落下し、観察窓１１または照明窓１３に汚れが付着して
しまうことを、本実施の形態同様、防止することができる。
【０１１２】
　また、螺旋形状部２００の外周の螺旋部に、腸壁から落下した汚れが付着してしまうと
、螺旋形状部２００と腸壁との接触力が低下し、螺旋形状部２００による推進力が低下し
てしまうが、複数の吸引孔１５から吸引を行うことにより、螺旋形状部２００の外周の螺
旋部に腸壁から落下した汚れが付着してしまうことを確実に防止することができる。尚、
その他の効果は、上述した実施の形態と同様である。
【０１１３】
　また、図１０においては、自走式内視鏡として、螺旋形状部２００を具備する自走式内
視鏡３０２を例に挙げて示したが、推進力発生手段は、螺旋形状部２００に限定されず、
何でも良いということは勿論である。
【０１１４】
　また、本実施の形態においては、内視鏡は、直視型の内視鏡を例に挙げて示したが、こ
れに限らず、側視型の内視鏡に適用しても、本実施の形態と同様の効果を得ることができ
る。
【０１１５】
　さらに、本実施の形態においては、内視鏡は、医療用の内視鏡を例に挙げ、体腔内に挿
入する例を示したが、これに限らず、工業用の内視鏡を管路内に挿入する場合に適用して
も、本実施の形態と同様の効果を得ることができるということは勿論である。
【０１１６】
［付記］
　以上詳述した如く、本発明の実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができる。
即ち、
（１） 挿入部の全周に設けられ、径方向に突出する少なくとも一つの固定部材と、
　前記固定部材と前記挿入部の先端側の境界近傍に設けられた少なくとも一つの吸引孔と
、
　を設けた内視鏡。
【０１１７】
（２）前記固定部材は柔軟なバルーンで形成されていることを特徴とする付記１に記載の
内視鏡。
【０１１８】
（３）前記バルーンは膨張収縮可能であることを特徴とする付記２に記載の内視鏡。
【０１１９】
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（４）前記内視鏡の前記挿入部外周には、チューブ状のオーバーシースが挿入方向に対し
摺動可能に被嵌されており、前記オーバーシースの先端近傍の外周には、膨張収縮が可能
な第２のバルーンが設けられていることを特徴とする付記３に記載の内視鏡。
【０１２０】
（５）前記第２のバルーンと前記挿入部に設けられた前記バルーンとの間に、流体を供給
する流体供給手段とを有したことを特徴とする付記４に記載の内視鏡。
【０１２１】
（６）前記バルーンと前記吸引孔は、挿入部に設けられた共通の硬質部に対し設けられて
いることを特徴とする付記２に記載の内視鏡。
【０１２２】
（７）前記固定部材と前記挿入部の先端部との間に、能動的に湾曲自在な湾曲部が設けら
れていることを特徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１２３】
（８）前記固定部材と前記挿入部の先端部との間には、腸管との摩擦力によって推進力を
発生させる推進力発生手段が設けられていることを特徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１２４】
（９）前記吸引孔の近傍には少なくとも１つの送水管路開口部が設けられていることを特
徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１２５】
（１０）前記固定部材よりも挿入方向先端側には、少なくとも一つの送気開口部が設けら
れていることを特徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１２６】
（１１）付記１０に記載の内視鏡と、
　前記送気開口部からの送気量を検出する送気量検出手段と、
　前記吸引孔からの吸引量を検出する吸引量検出手段と、
　前記吸引量検出手段の情報に基づいて自動的に送気量を調整して前記送気開口部から送
気を行う送気量制御手段と、
　　を具備していることを特徴とする内視鏡装置。
【０１２７】
（１２）前記吸引孔は、複数設けられていることを特徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１２８】
（１３）前記挿入部内に少なくとも一つの吸引管路を有し、前記吸引管路は少なくとも二
つ以上の前記吸引孔に対して連連していることを特徴とする付記１２に記載の内視鏡。
【０１２９】
（１４）前記吸引孔は、前記挿入部の中心を直交することで分割される四象限のそれぞれ
に対し、少なくとも一つずつ配置されることを特徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１３０】
（１５）前記吸引孔は、吸引開口設置部に設けられており、
　前記吸引開口設置部の第１の外径は、前記吸引開口設置部の前記挿入方向の先端側で隣
接している挿入部の第２の外径より小さく、前記固定部材の第２の外径は、前記第２の外
径より大きいことを特徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１３１】
（１６）前記吸引孔の形状は、周方向に細長な形状を有していることを特徴とする付記１
に記載の内視鏡。
【０１３２】
（１７）付記１に記載の内視鏡と、
　前記挿入部内に設けられた前記吸引部が連通する少なくとも１つの吸引管路と、
　前記吸引管路に吸引圧をかける吸引装置と、
　前記吸引圧を検知する検知手段と、
　前記吸引圧を自在に調整可能な吸引圧変化手段と、
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　前記検知手段の情報に基づき、前記吸引圧変化手段を用いて吸引圧を制御する吸引圧制
御手段と、
　を設けたことを特徴とする内視鏡装置。
【０１３３】
　付記１が上述のような構成を有していることにより、固定部材によって、先端が腸の管
腔方向へ誘導され挿入が容易である。しかも挿入に従って固定部材にたまる腸内の汚物を
、随時、吸引除去できるので、たまった汚物によって観察が妨げられる虞がない。
【図面の簡単な説明】
【０１３４】
【図１】本実施の形態の内視鏡を具備する内視鏡装置を示す図。
【図２】図１の内視鏡の挿入部における挿入方向の先端側を拡大して示す図。
【図３】図２中のIII-III線に沿う断面図。
【図４】図２中のIV-IV線に沿う断面図。
【図５】内視鏡の挿入部の湾曲部基端側に、バルーン及び複数の吸引孔を設けた変形例を
、挿入部における挿入方向の先端側とともに示す図。
【図６】図２の複数の吸引孔が、先端部の外周方向に長い楕円形の孔に形成された変形例
を示す図。
【図７】本実施の形態の内視鏡をダブルバルーン内視鏡に適用した変形例を示す図。
【図８】本実施の形態の内視鏡を自走式のダブルバルーン内視鏡に適用した変形例を示す
図。
【図９】図８のオーバーシースの先端面に形成された送気管路開口部を示す斜視図。
【図１０】本実施の形態の内視鏡を自走式の内視鏡に適用した変形例を示す図。
【符号の説明】
【０１３５】
　２…内視鏡
　４…挿入部
　６…先端部
　６ｍ…溝部
　６ｓ…先端面
　７…湾曲部
　１１…観察窓
　１３…照明窓
　１５…複数の吸引孔
　１５ａ…吸引管路
　２５…送水管路開口部
　３０…吸引ポンプユニット
　５０…バルーン
　８３…第２の吸引管路
　１０２…内視鏡
　２０２…内視鏡
　３０２…内視鏡
　Ｓ…挿入方向
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